金沢大学　融合学域　スマート創生科学類志望理由書

■アドミッションポリシーとの整合性
求める人材
・様々な分野の知識を学び，それらを統合して課題発見・解決を率先したい人
→プログラミング、ブロックチェーン技術、ＸR技術など多角的な学びに対する意欲を持ち、その学びを「メタバースとXRの技術を用いて、経済状況や居住地域に関わらず学べる教育コンテンツを作り、教育格差を解消したい。」のビジョン実現で課題解決を行う志がある
・多様な制度・慣習等に知的関心を有し，より良い未来社会づくりに貢献したい人
→所得格差や地域格差による教育格差という社会課題に関心を示し、経済状況や居住地域に関わらず学べる教育コンテンツを提供することで、誰もが平等に高度な学びを得られる社会づくりに貢献する志がある
・最先端の学知を連携・融合し，未来に資する新たな科学創成に挑戦したい人
→メタバースという最先端のテクノロジー産業に着目し、教育と結び付けた新たな教育産業の盛り上げに挑戦したい志がある

■本文
[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2]　私は将来、メタバースとXRの技術を用いて、経済状況や居住地域に関わらず学べる教育コンテンツを作り、教育格差を解消したい。私がこう考えたきっかけは、私自身が貧困で大学進学できなかった経験だ。私は幼少期に父を亡くし、母は女手一つで私達兄弟を育て上げてくれた。しかし、大学に通える経済的余裕や親からの進学に対する前向きな支援はなく、大学進学は叶わなかった。このような、子どもがコントロールできない要因で更なる学びの機会を得られないのは私だけではない。年収400 万円以下よりも年収1050万円 以上の所得層の方が国立大学への進学率が約3倍も高いことや、臨時免許・免許外教科担任を多用している自治体が存在していることからも、所得や場所で教育格差が生じていることが分かる。私はこれに対し、メタバース上で勉強できるコンテンツを作ることで、経済状況や居住地域に囚われず、普段の授業よりも体験に没頭できる教育を提供したいと志した。
　このため、私は貴学で3つの学びを行いたい。1つ目は「プログラミングスキル」で、メタバースの開発・運用のために必要不可欠な、仮想空間の設計・構築を行うスキルだ。貴学では「プログラミングスキル」を通して、今までに触れたことがないPython等を学修したい。2つ目は「ブロックチェーン技術」で、メタバース上で知識と報酬を交換するための通貨使用に必要不可欠なスキルだ。私は既に、WEB制作の経験を通してWebアプリケーションを動作させることができるブロックチェーン技術に関する言語の一つであるJavaScriptに触れた経験がある。私はこの経験を活かし、貴学の「スマート資金とビジネス応用」において、ブロックチェーン使い方や構造への理解を深めたい。3つ目は「XR技術」で、教科書では得られない、仮想空間の中における体験や経験を実現するために必要不可欠な技術だ。スタンフォード大学がMeta社の「Virtual People」というメタバース・カリキュラムを宇宙空間の体験や海の中の生態観察に使用していることから、貴学では「産業DX ・PBL演習」や「超高齢社会と科学技術」で、さらに発展したVRやMRの構築、運用方法を学びたい。さらに、私はこの教育における体験が最も重要だと考え、VRやARなどのXR技術を用いたオンライン診断を研究されている米田教授の下で、「個人に最適な学びを提供できるコンテンツの生成とXR上での表現」をテーマに研究を行いたい。
　よって、私は貴学における学びを強く志望する。
